
東京 一郎 (58)

●世帯構成
父(８３)
⺟(８１)
妻(５７)
⻑⼥(２３)

●地区内居住歴
５８年

●職業
生鮮食品店経営
(家族経営)

●世帯構成
父(８３)
⺟(８１)
妻(５７)
⻑⼥(２３)

●地区内居住歴
５８年

●職業
生鮮食品店経営
(家族経営)

●家計状況
・世帯収入：５００万円
・預貯金：５００万円

●建物
店舗兼住宅（木造２階）築30年

●居住地区
高砂２丁目

●その他
⻑男(２７)都内 賃貸アパート(被害無)
震災で失職

１班



被害状況 店舗兼住宅(木造２階)築４０年

❶家族経営の生鮮食品店を継続し、商店会の
継続を考えている。

❷生鮮食品店を継続する場合、復興までどこ
で仕事を続けるべきか。

❸居住地区周辺の被害は大被害地区
❹建築制限区域に指定され、２年間木造平屋
(地階なし)以外建築することができない

復興のポイント

❶応急危険度判定
❷住家被害認定調査
❸被災度区分判定
❹居住地区の被害状況
❺延焼火災により、被災後２週間〜２年

まで建築制限がかかっている

「危険」

「全壊」

「復旧不可」

「大被害地区」

インフラ復旧※

電気７日 通信14日
水道30日 ガス60日

※東京都地域防災計画(震災編)における復旧目標

災害種別：地震＋火災被害



東京 花子(57)

●世帯構成
なし

●地区内居住歴
30年

●職業
会社員

●世帯構成
なし

●地区内居住歴
30年

●職業
会社員

●家計状況
・世帯収入：５００万円
・預貯金：５００万円
・ローン残高：７００万円

●建物
分譲マンション（４階）築20年

●居住地区
高砂１丁目

●その他
父(83)・⺟(80) 新潟在住持家・⼾建て(被害無)

２班



被害状況 分譲マンション（SRC造４階）
築２０年

復興のポイント

❶応急危険度判定
❷住家被害認定調査
❸被災度区分判定
❹居住地区の被害状況

「調査済」

「一部損壊」

「要復旧」

「小被害地区」

インフラ復旧※

電気７日 通信14日
水道30日 ガス60日

※東京都地域防災計画(震災編)における復旧目標

災害種別：地震＋液状化被害

❶インフラ復旧までの期間をどう過ごすか。
❷被害箇所の修理を行うにあたり、管理組合

の合意形成が必要となる。
❸地区内で被害の大きかった地域の復興のた

めにできることはなにか。



東京 一子 (70)

●世帯構成
なし

●地区内居住歴
４０年

●職業
無職

●世帯構成
なし

●地区内居住歴
４０年

●職業
無職

●家計状況
・世帯収入：１４４万円 (年金１２万円/月) 
・預貯金：２００万円
●建物

⼾建て住宅（木造２階）築４０年
●居住地区

鎌倉４丁目
●その他

⻑男夫婦 大阪在住持家・⼾建て(被害無)

３班



被害状況 ⼾建て住宅（木造２階）
築４０年

❶高齢独居であり、近くに身寄りがない。
❷居住地区周辺の被害は大被害地区
❸建築制限区域に指定され、２年間木造平屋
(地階なし)以外建築することができない

❹区から土地区画整理事業を打診されていて
いる

復興のポイント

❶応急危険度判定
❷住家被害認定調査
❸被災度区分判定
❹居住地区の被害状況
❺延焼火災により、被災後２週間〜２年

まで建築制限がかかっている

「危険」

「全壊」

「復旧不可」

「大被害地区」

インフラ復旧※

電気７日 通信14日
水道30日 ガス60日

※東京都地域防災計画(震災編)における復旧目標

災害種別：地震＋火災被害



東京 太郎 (72)

●世帯構成
妻(７０)

●地区内居住歴
７２年

●職業
無職(元 会社員)
町会・⾃治会⻑

●世帯構成
妻(７０)

●地区内居住歴
７２年

●職業
無職(元 会社員)
町会・⾃治会⻑

●家計状況
・世帯収入：３００万円 (年金25万円/月) 
・預貯金：５００万円

●建物
⼾建て住宅（木造２階）築４０年

●居住地区
細田４丁目

●その他
⻑男夫婦世帯（都内在住）持ち家・⼾建て（半壊）

４班



被害状況 住宅(木造２階)築４０年

❶地区内居住歴72年で、町会⻑
❷インフラ復旧までの期間をどう過ごすか。
❸地区内で被害の大きかった地域の復興のた

めにできることはなにか。

復興のポイント

❶応急危険度判定
❷住家被害認定調査
❸被災度区分判定
❹居住地区の被害状況

「要注意」

「大規模半壊」

「要復旧」

「中被害地区」

インフラ復旧※

電気７日 通信14日
水道30日 ガス60日

※東京都地域防災計画(震災編)における復旧目標

災害種別：地震＋液状化被害


